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２０歳の決意を新たに
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御
浜
町
で
は
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
で
あ
る
、
長
期
総
合

計
画
の
後
期
基
本
計
画
（
平
成
18

年
～
22
年
度
）
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少

子
・
高
齢
化
の
進
展
、
国
地
方
の

財
政
状
況
の
悪
化
、
住
民
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
等
、
新
し
い
時
代
に
対

応
し
た
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
政
策
、
施
策

に
つ
き
ま
し
て
も
、
検
討
を
重
ね

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
17
年
10
月
御
浜

町
内
の
20
歳
以
上
の
男
女
１
，
０

０
０
人
（
選
挙
人
名
簿
よ
り
無
作

為
に
抽
出
）
を
対
象
に
、
御
浜
町

総
合
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
集
計
結

果
が
出
来
あ
が
り
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
昨
今
の
町

行
政
へ
の
意
識
の
高
ま
り
を
受

け
、
大
変
多
く
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
参
考
に
、
御
浜
町
総
合
計

画
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
各
種
施
策
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ア
ン
ケ

ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

な
お
、
詳
し
い
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
は
企
画
振
興
課

で
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
御

浜
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

○
回
答
者
数　

６
３
２
人

○
回
答
率　

63
・
２
％

御浜町ホームページアドレス
http://www.town.mihama.mie.jp/

御浜町総合計画アンケート集計結果

みんなで
考える

御浜町の

将 来

主
な
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
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◆あなたの身の回りの状況は？

みんなで
考える



�

▼
高
齢
者
の
方
（
特
に
独
居
老
人

の
方
）
の
防
災
対
策
の
向
上
に

努
め
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
と

思
い
ま
す
。
高
齢
者
を
対
象
に

し
た
訓
練
も
地
区
単
位
で
行
う

な
ど
、
継
続
的
に
す
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。

▼
い
ざ
と
い
う
時
の
避
難
場
所
を

決
め
て
お
く
こ
と
が
大
事
（
家

の
近
く
で
）

▼
防
災
器
具
の
準
備
・
点
検
、
私

自
身
も
含
め
て
他
人
事
の
よ
う

に
思
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
？

も
う
一
度
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て
の

主
な
意
見

▼
少
子
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
深
刻

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
若
者

の
仕
事
の
充
実
、
若
者
の
住
居

▼
健
康
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
食

生
活
が
大
切
と
考
え
て
い
ま

す
。
出
来
る
限
り
安
心
し
て
食

せ
る
食
品
を
心
が
け
、
手
作
り

が
大
切
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
食
生
活
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
歩
く
こ
と
が
運
動
で
す
。

の
確
保
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ

け
れ
ば
よ
い
の
で
は
。

▼
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
、
住

民
と
町
と
の
役
割
分
担
を
明
確

に
し
て
、
地
域
で
で
き
る
こ
と

は
地
域
で
や
っ
て
い
く
体
制
を

構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
住
民
自
ら
が
よ
り
良

い
町
、
住
み
良
い
町
に
な
る

よ
う
、
町
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▼
後
継
者
の
育
成
等
基
幹
産
業

で
あ
る
み
か
ん
生
産
、
販
売

に
積
極
的
に
力
を
入
れ
る
。

▼
県
外
出
身
で
す
が
、
と
て
も

素
敵
な
土
地
だ
と
思
い
ま
す
。

今
あ
る
何
か
を
犠
牲
に
し
て

何
か
を
生
み
出
す
の
で
は
な

く
、
今
の
御
浜
町
が
よ
り
素

敵
な
町
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

▼
御
浜
町
に
若
者
が
移
住
し
て

く
る
よ
う
な
キ
ラ
リ
と
光
る

産
業
政
策
の
立
案
が
大
切
だ

と
思
う
。
柑
橘
の
将
来
が
あ

る
の
か
、
こ
れ
に
代
わ
る
産

業
の
育
成
が
大
事
で
は
な
か

ろ
う
か
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

企
画
振
興
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

☎
３
︱
０
５
０
７
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地
震
・
大
雨
等
の
災
害

老
後
等
の
将
来

病
気
や
け
が
な
ど
の
健
康

雇
用
や
働
く
場
の
確
保

子
育
て
や
子
ど
も
の
教
育

防
犯
や
交
通
安
全

無
回
答

そ
の
他

不
安
は
な
い

回答数

512

314
250

215 193 179 173
103 76 70 38
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懐
中
電
灯
や
ロ
ー
ソ
ク
の
用
意

携
帯
ラ
ジ
オ
の
用
意

救
急
箱
・
救
急
医
薬
品
の
用
意

消
火
器
を
備
え
付
け
て
い
る

非
常
食
（
カ
ン
パ
ン
、
缶
詰
な
ど
）

の
用
意

飲
料
水
の
用
意

非
常
持
ち
出
し
品
の
用
意

家
族
と
の
連
絡
方
法
を
決
め
て
い
る

無
回
答

救
出
用
具
（
ノ
コ
ギ
リ
、
ジ
ャ

ッ
キ
、
ロ
ー
プ
な
ど
）
の
用
意

隣
近
所
と
の
協
力
、
助
け
合
い

に
つ
い
て
、
決
め
て
い
る

回答数

保健・福祉・医療・介護サービスの充実

若 者 の 定 住 促 進

就 労 の 場 の 確 保

救急医療体制の充実

高 齢 者 福 祉 対 策

行 ( 財 ) 政 改 革

子育て支援・青少年の健全育成

道 路・側 溝 の 整 備

消防や防災などの安全対策

そ の 他

行 政 の 情 報 公 開

学 校 教 育 の 充 実

下水道・排水処理対策

自然環境の保全や景観づくりの推進

公 園 緑 地 の 整 備

住民全体の人材育成

行政施策への住民参加

公共交通機関の整備

ごみの分別収集やリサイクル化

地域のコミュニティづくり

無 回 答

ス ポ ー ツ の 振 興

生 涯 学 習 の 推 進

情 報 化 の 推 進

◆あなたの取り組んでいる防災対策は？（複数回答） ◆御浜町の取り組みで力を入れてほしいものは？（複数回答）

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の

主
な
意
見

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

主
な
ご
意
見

◆不安に思っていることは？（複数回答）



4

●シリーズ／新しいまちづくり９

﹁
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
﹂の
実
施
プ
ラ
ン

「
事
務
事
業
見
直
し
編
」（
案
）が

ま
と
ま
り
ま
し
た

項目など 現在、町が行っていること 見直しの内容 実施
年度 今後の対応・見直しポイントなど

補助金・
負担金等

各種団体の運営や事業について
補助金・負担金を交付

・補助金の支出に対するルール
の明確化

・総額の抑制
18

定められたルールにより、補助団体の活
動実績を評価し適正な補助金を交付しま
す。

使用料等
条例等に基づいて使用料等を徴
収

・受益者負担の適正化方針に基
づき、使用料等を改定

・使用料等を徴収していないサ
ービスの有料化

18
受益者負担の原則により、経費の応分を
受益者の負担とします。
･公共施設利用料（体育館・公民館など）
・証明書等発行手数料　など

町有財産
町所有の普通財産（土地など）
の運用管理 町有地などの売却の推進 18 町有財産の売却による有効活用と収入の

確保を図ります。

消防団 消防団活動に関する事業 消防団組織の再編 18 ～
19

熊野市消防本部の体制を踏まえ、適切な
消防防災活動への見直しを行います。

町税 町税の課税及び徴収 前納報奨金の廃止 18 前納報奨金制度は、税負担の公平性を確
保する観点から廃止します。

町のイベント
・イベントの企画と実施
・各地域で開催されるイベント

への支援

「七里御浜大海水プール」、「ふ
るさとフェスティバル」の休止 18

・大海水プールは、海岸の浸食により取
水が困難なため休止します。

・民間活力によるイベントの支援、県な
どとのイベント連携に取り組みます。

自主運行バス
自主運行バスの運行
・ 町 自 主 運 行 バ ス（ ２ 路 線 ）
・広域自主運行バス（２路線）

・町の自主運行バス（さぎりの里・
みょうけん山コース）の廃止

・広域自主運行バスの運賃見直し
18 利用者が少なく収支率が悪化しているため

２路線を廃止します。

ことぶき人材
センター

「ことぶき人材センター」の運
営を社会福祉協議会に委託 委託の廃止 18

高齢者の生きがいづくりを目的とした社
会福祉協議会の自主運営への移行を推進
します。

敬老事業
毎年９月の敬老週間に各地区で
敬老会を開催 敬老会の廃止 18 健康づくりや生きがいづくりたのための

高齢者対策を推進します。

高齢者・障害者
の家族介護支援

高齢者・障害者を在宅介護をし
ている者に対し、月額３，０００
円の手当を支給

介護手当の廃止 18 介護保険制度の推進と介護予防の充実を
図ります。

在宅介護支援
センター

在宅介護に関する総合的な相談
業務

地域包括支援センターへ機能再
編 18

医療・保健・福祉の分野の総合相談窓口
を含む「地域包括支援センター（仮称）」
を設置し、効率的な相談業務を行います。

緊急通報
システム

一人暮らしの高齢者に対し緊急
通報装置を無償で貸与し、２４
時間体制で緊急時への対応

緊急通報を受信する業者への受
信委託料の応分を受益者が負担 18 受益者負担の原則により、経費の応分を

受益者の負担とします。

「事務事業見直し編」（案）一般項目

　
「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
」
の
実
施
プ
ラ
ン
で
あ
る
「
事
務

事
業
見
直
し
編
」
の
中
間
報
告
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
『
広
報
み
は

ま
11
月
号
』
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
指
針
の
基

本
方
針
に
沿
っ
た
主
要
項
目
を
中
心
に
、「
人
件
費
の
抑
制
」
や
「
公

共
施
設
の
統
廃
合
」、「
住
民
自
治
」、「
防
災
対
策
」、「
健
康
づ
く
り
」

な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
れ
ら
以
外
の
一
般
項
目
（
約
１
９
０
項
目
）
に
つ
い

て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
、
そ
の
中
か
ら
福
祉
、
教

育
、
暮
ら
し
、
環
境
な
ど
、
住
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
特
に
関
係
の

深
い
も
の
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
基
に
、
住
民
の
皆
様
へ
の
説
明
や
懇
談

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。



�

　

今
回
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
」
の
実

施
プ
ラ
ン「
事
務
事
業
見
直
し
編
」

（
案
）
に
関
す
る
資
料
を
ご
希
望

の
方
は
、
郵
送
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。（
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

●
「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

　

に
つ
い
て
、
皆
様
の
声
を

　

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、
あ
な

た
の
考
え
を
「
ま
ち
づ
く
り
推
進

室
」
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。
電

話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
等
、

方
法
は
問
い
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
不
明
な

点
や
、
詳
し
く
知
り
た
い
点
等
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
町
職
員
が
う

か
が
っ
て
お
話
を
す
る
「
御
浜
ト

ー
ク
」
制
度
を
お
気
軽
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

企
画
振
興
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

☎
３
︱
０
５
０
７

項目など 現在、町が行っていること 見直しの内容 実施
年度 今後の対応・見直しポイントなど

福祉医療費
助成

障害者・高齢者・一人親家庭・乳
幼児に対し医療費の一部を助成

６８歳・６９歳の高齢者及び寡
婦の医療費について町独自の助
成制度を廃止

18
障害者、一人親家庭、乳幼児の医療費に
ついては、県制度に基づいた助成を継続
します。

各種福祉団体
への補助

各種福祉団体に対し運営費の補
助金を交付 自主運営への転換を促進 18 ～

20
補助金支出の基本的なルールを遵守し、
総額の抑制に努めます。

出産祝金
第３子以上を出産した町民に対
し祝金を支給（第３子１０万円
第４子以上３０万円）

出産祝金制度の廃止 19 少子化対策として子育て支援事業を充実
します。

合併処理浄化
槽設置補助

合併処理浄化槽設置に対する補
助金を交付

１０人槽以上の浄化槽に対する
補助金の廃止 18 補助対象を住宅用のみに限定します。

ごみ処理・
リサイクル

・ごみの分別収集及び処理
・不法投棄の処理

・ごみ収集業務の民営化につい
て調査検討

・ごみ袋の有料化の実施
・粗大ごみ処理費等の有料化

18 ～
20

ごみ処理経費の軽減とごみ減量化への取
り組みとして有料化は避けられない状況
です。

町営墓地
上市木地区・阿田和地区にある
町営墓地の維持管理

上市木共同墓地の使用申請条件
を緩和（未利用墓地の解消） 18 申請条件緩和による町営墓地の有効活用

を図ります。

農業後継者
対策

・就農セミナー・交流会等の実
施・就農支援金の支給

・三重農業大学生への奨学金の
支給

・就農支援金の廃止
・三重農業大学校への奨学金の

廃止
18

・現在支給を受けている就農者について
は継続します。（経過措置）

・県やＪＡと協力しソフト面の就農支援
体制の強化を図ります。

有害鳥獣対策
有害鳥獣駆除（電策等）に関す
る助成 町独自の助成制度の廃止 18 県制度に基づいた助成に移行します。

住宅
住宅等の建築確認の受付・耐震
診断の実施・耐震補強への補助
金の交付

・一般住宅耐震診断の委託実施
・一般住宅耐震補強に対する助

成

18 ～
20

安心して暮らせる住宅環境の整備を図り
ます。

道路・
橋りょう

町道の新設・改良・維持管理

・町道の維持修繕は継続
・地元における維持修繕の支援
・工事施工箇所については緊急

性や必要性を考慮した選定

18 ～
20

地域に密着した道路については、資材な
どの現物支給等を行い地元での維持修繕
へ移行します。

学校施設 学校施設の維持管理 計画的な改修と耐震補強の実施 18 ～
20

学校教育における安全環境を計画的に整
備します。

学校給食
給食センターから学校給食を提
供 給食事業の民営化を検討 18 民営化を含めた調査研究を行います。

スクールバス
スクールバスの運行委託と維持
管理

・運行委託料の削減
・現行のスクールバス制度につ

いて地元（西原・中立）との
協議を開始

18 スクールバスの在り方について今後の対
応を検討します。

公民館 町内公民館施設の維持管理 地区公民館分館の地元譲渡 18 ～
20

分館の譲渡について地元との協議を開始
します。

みはまスポ
ーツクラブ

・スポーツ教室の開催
・各種研修会の開催

・クラブマネージャーの育成
・自主運営への移行を促進 18 補助金支出の基本的なルールを遵守し、

総額の抑制に努めます。

スポーツ
少年団

・スポーツ少年団の運営費の助
成

・各大会運営費負担金の支出

スポーツ少年団運営費助成の廃
止 18 補助金支出の基本的なルールを遵守し、

総額の抑制に努めます。
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　今年も申告期間が近づいてまいりました。役場職員が次のよ
うな日程で各地区を巡回しますので、ご都合に合わせてご利用
ください。
　申告書は２月上旬に発送させていただきます。この申告書は
個人町県民税の課税だけではなく、国民健康保険税の軽減の資
料にもなる大切なものですので、所得のあるなしにかかわらず、
申告期限（３月１５日）までには必ず申告してください。

確定申告・個人町県民税・国民健康保険税の申告受付日程

●● 個人町県民税・国民健康保険税の申告をされる方 ●●

２月 曜
日 受付場所 時　　間 ２月 曜

日 受付場所 時　　間

8日 水 志原公民館 午前 9 時 30 分～午後 2 時 17日 金 尾呂志公民館 午前 9 時 30 分～午後 2 時

9日 木 下市木公民館 午前 9 時 30 分～午後 2 時
20日 月

阪本コミュニティセンター 午前 9 時 30 分～ 12 時

10日 金 中央公民館 午前 9 時 30 分～午後 2 時 中立コミュニティセンター 午後 1 時～ 3 時

13日 月
柿原公民館 午前 9 時 30 分～ 12 時

21日 火
西原集会所 午前 9 時 30 分～ 12 時

引作集会所 午後 1 時～ 3 時 片川公民館 午後 1 時～ 3 時

14日 火 神木公民館 午前 9 時 30 分～午後 2 時
22日 水

山地コミュニティセンター 午前 9 時 30 分～ 12 時

15日 水
上市木公民館 午前 9 時 30 分～ 12 時 上地集会所 午後 1 時～ 3 時

上組青年クラブ 午後 1 時～ 3 時 ※２月２３日～３月１５日においても、個人町県
　民税の申告は役場税務住民課にて受付していま

す。16日 木
栗須青年クラブ 午前 9 時 30 分～ 12 時

栗須下地集会所 午後 1 時～ 3 時

日　　程 受付場所 時　　間
2 月 23 日～ 3 月　2 日 役場くろしおホール（税務署員） 午前 9 時～午後 4 時
2 月 27 日 役場くろしおホール（税理士・税務署員） 午前 9 時～午後 4 時

申告期限は３月１５日です。

日　　程 相談会場 時　　間
2 月 16 日～ 3 月 15 日 　尾鷲税務署 午前 9 時～ 12 時　午後 1 時～ 5 時
2 月 16 日～ 2 月 22 日 　熊野市労働福祉会館 午前 9 時～ 12 時　午後 1 時～ 4 時 30 分
3 月  3 日 　紀和コミュニティセンター 午前 9 時～ 12 時　午後 1 時～ 4 時
3 月  3 日　 　紀宝町役場（旧鵜殿村役場） 午前 9 時～ 12 時　午後 1 時～ 4 時
3 月  6 日 　紀宝町保健センター 午前 9 時～ 12 時　午後 1 時～ 4 時

税
の
申
告
は

お
早
め
に
！

●● 所得税・消費税の確定申告をされる方 ●●
　平成１７年分の確定申告と納税の期限は、所得税が３月１５日（水）、消費税及び地方消費税が３月３１
日（金）です。
※確定申告は自書申告となっております。申告書はご自分で記載しましょう。

《御浜町会場》

《その他近隣市町村の会場》
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◆ 所得証明、課税証明、納税証明などの発行ができない場合があります。 
◆ 国民健康保険の保険税額の軽減が受けられない場合があります。 
◆ 保育所の入所手続きや、児童扶養手当てなどの申請手続きができない場合があります。 
◆ 福祉施設への入所や福祉諸制度の利用の際に、支障が生ずる場合があります。
◆ 県営住宅への入居手続き等ができないことがあります。

個人町県民税の申告をしなければならない方

１月１日現在御浜町に住所があり、次に該当する方は申告をしなければなりません。 
●昨年中に農業や営業などの所得があった方 
●扶養されていた方で、昨年は就職やパートなどにより所得があった方  
●勤務先から税務住民課へ給与支払報告書の提出がされていない方 
●年末調整後に扶養親族などの異動があった方 
●給与・公的年金のほかに所得があった方（不動産収入、利子、配当など）
● 2 ヶ所以上から給与を受けた方 
●医療費控除や雑損控除を受けようとする方 

個人町県民税の申告をしなくてもよい方（申告したとみなされる方）
 

●所得税の確定申告をした方 
●給与所得のみの方で、勤務先から給与支払報告書（源泉徴収票）が提出されている方
 

国民健康保険税の申告について
 

国民健康保険に加入されている世帯の方は、所得の有無にかかわらず必ず申告してください。

申告に必要なもの
 

次のうち、該当するものをご用意ください。
●印鑑 
●（事業・農業所得がある方）昨年中の収入及び経費の確認できる帳簿類 
●年金及び給与等の源泉徴収票または給与支払者の証明書 
●生命保険料・損害保険料・社会保険料（国民年金等）・医療費等の証明書等（支払った金額の確認

ができるもの）
●雑損控除、寄付金控除のある方はその証明書 
●障害者控除を受けられる方は障害者手帳や戦傷病手帳 
●勤労学生控除を受けられる方は在学証明書 

お問い合わせ先など
 

申告が必要かどうかわからない場合等、まずはお問い合わせください。
●個人町県民税に関すること　税務住民課賦課係　☎３―０５１０
●所得税・消費税に関すること　尾鷲税務署　☎０５９７―２２―２２２２

! 申告をしないと困ること
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　七里御浜の松林は、近年その数が減少
しており、防風林としての機能の低下や
美しい景観が損なわれています。七里御
浜松林及び防風林を守るため、多数の参
加をお待ちしております。

【日時】２月１９日（日）午前９時～
【場所】阿田和山地　七里御浜国有林内

†問い合わせ先†
農林水産課　振興係　☎３―０５１７

Ｇ･Ｇ作戦

▪規格
　【大きさ】天地５０ピクセル×左右１００ピクセル
　【容　量】４キロバイト以内
　【画　像】ＧＩＦ形式（アニメーション不可）
▪掲載料金
　１枠につき月額２，０００円
▪掲載期間
　平成１８年４月 1 日～平成１９年３月３１日
▪申込期間
　平成１８年２月６日（月）～２月２０日（月）
　（ただし、申込者多数の場合は、先着順とします。）
†問い合わせ先†
　総務課調整室　☎３―０５０５（担当　中

なかむら

村）
　E-mail：soumuka@town.mihama.mie.jp

　町公式ホームページの
平成１８年度分バナー広
告（８枠）を募集します。

御浜町公式ホームページ

バナー広告
募集

松・広葉樹の植樹作業

　

前
納
報
奨
金
制
度
は
、
昭
和
25

年
に
、
戦
後
の
混
乱
し
た
社
会

情
勢
と
不
安
定
な
経
済
情
勢
の
下

で
、
市
町
村
民
税
（
普
通
徴
収

分
）、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、

税
収
の
早
期
確
保
、
自
主
納
税
意

欲
の
向
上
及
び
納
税
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
創
設
さ
れ

た
制
度
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
制
度
は

永
年
に
わ
た
る
納
税
者
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
、
金
融
機
関
等
の
窓

口
で
の
納
税
及
び
口
座
振
替
に
よ

る
納
税
な
ど
が
普
及
し
、
自
主
納

税
意
思
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
、

さ
ら
に
、
こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ

る
税
目
が
固
定
資
産
税
と
個
人
町

民
税
（
普
通
徴
収
分
）
に
限
定
さ

れ
、
ま
た
、
全
期
分
を
一
括
納
税

で
き
る
者
に
限
ら
れ
る
た
め
、
納

税
者
間
に
受
益
の
不
公
平
感
が
生

じ
て
い
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
廃

止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
制
度
の
運
用

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
制
度
の
廃
止
に
つ
き
ま
し
て

は
、
何
卒
ご
理
解
の
う
え
、
今
後

も
納
期
内
納
付
に
な
お
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
１
年
間
分
の
税
金
を
一

括
し
て
納
付
す
る
「
全
期
前
納
」

に
つ
い
て
は
、
前
納
報
奨
金
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
が
従
来
ど
お
り
行

え
ま
す
。
全
期
前
納
振
替
か
ら
期

別
振
替
に
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課　

徴
税
係

☎
３
︱
０
５
１
０

町
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）・
固
定
資
産
税
の
前
納
報
奨
金
制
度

は
、
平
成
18
年
度
か
ら
廃
止
に
な
り
ま
す
。

の
お
知
ら
せ

前
納
報
奨
金
廃
止

サークルKサークルK

ガソリンスタンドガソリンスタンド
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●

●

● ◎←植樹場所◎←植樹場所

515

532

3171
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3271

3489

639639

635635

御浜町公式ホームページ
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合
併
処
理
浄
化
槽
と
は

　

し
尿
だ
け
を
処
理
す
る
単
独
処

理
浄
化
槽
と
違
っ
て
、
家
庭
か
ら

出
る
洗
濯
、台
所
、風
呂
、ト
イ
レ
、

洗
面
等
に
使
用
さ
れ
た
汚
れ
た
水

を
ま
と
め
て
処
理
で
き
る
浄
化
槽

の
こ
と
で
、
下
水
道
施
設
と
同
等

の
処
理
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
１
日
に
排
出
す
る
Ｂ
Ｏ

Ｄ(

※)

の
量
は
１
人 

40
ｇ
と
さ

れ
、
し
尿
が
13
ｇ
で
洗
濯
、
台
所

等
で
27
ｇ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

川
や
海
の
汚
れ
の
原
因
は
、
大

き
く
生
活
排
水
、
農
業
・
畜
産
排

水
、
産
業
排
水
の
３
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
近
年
は
生
活
水
準
の
向

上
に
よ
り
生
活
排
水
の
占
め
る
割

合
が
全
体
の
半
分
以
上
と
な
っ
て

お
り
、
き
れ
い
な
川
や
海
を
守
り

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
、

下
水
道
地
区
以
外
で
は
合
併
処
理

浄
化
槽
の
普
及
が
緊
急
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

御
浜
町
で
は
、
平
成
３
年
度
よ

り
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
、
現
在

は
約
１
，
０
０
０
基
の
合
併
処
理

浄
化
槽
が
設
置
さ
れ
、
水
質
の
改

善
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
依
然
と

し
て
単
独
処
理
浄
化
槽
の
数
が
上

回
っ
て
い
ま
す
。
公
共
用
水
域
の

改
善
が
で
き
な
い
単
独
処
理
浄
化

槽
の
生
産
、
設
置
が
禁
止
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
今
後
は
単
独
処
理

浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ

の
転
換
を
図
る
こ
と
が
大
き
な
問

題
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
は

水
環
境
の
改
善
を
図
る
と
共
に
、

設
置
者
の
負
担
の
軽
減
を
目
的
と

し
て
国
、
県
、
町
で
補
助
金
を
出

し
て
お
り
ま
す
。
５
人
槽
で
は
３

５
４
，
０
０
０
円
の
補
助
が
受
け

ら
れ
ま
す
か
ら
、
是
非
こ
の
機
会

に
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
考

え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

※
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素

　

要
求
量
）

　

河
川
の
有
機
物
質
に
よ
る
汚

れ
の
指
標
で
、
数
値
が
大
き
い

ほ
ど
汚
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

水
の
中
の
汚
れ（
有
機
物
質
）

を
、
酸
素
の
必
要
な
微
生
物
に

よ
っ
て
分
解
さ
せ
た
と
き
に
、

消
費
す
る
酸
素
の
量
を
㎎
／
ℓ

で
表
し
て
い
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†　

生
活
環
境
課　

環
境
係
（
担
当　

岡お
か
も
と本
）　

☎
３
︱
０
５
１
３

合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
は
補
助
金
が

受
け
ら
れ
ま
す

川
や
海
の
水
質
を

よ
く
す
る
た
め
に

■こんな物にこれだけのＢＯＤがあります

※ 魚の住むことのできる水質（ＢＯＤ：５㎎／ℓ）にするために必
要な水の量をドラム缶の本数で表しています。

き
れ
い
な
川
や
海
を
守
る
た
め

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

項　　　目
ＢＯＤ
     （㎎／ℓ）

これだけ捨
てるとする
と　 （ｍℓ）

魚の住める水質にす
るための水量（ドラ
ム缶数１本２００ℓ
基準）　　　　　（本）

 ラ－メンの汁        ２７，０００      　３００                  ８．１

 てんぷら油  １，５００，０００          ２０                ３０．０

 ビ－ル        ８１，０００        １８０                １４．６

 生ジュ－ス        ７７，０００        １８０                １３．９

 おでんの汁      １００，０００        ５００                ５０．０

 肉じゃが煮汁        ５２，０００        １００                  ５．２

 牛　乳        ７８，０００        ２００                １５．６

 味噌汁        ３７，０００        １８０                  ６．７

 コ－ンス－プ      １３０，０００        １８０                ２３．４
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新
成
人
の
皆
さ
ん
、
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も

っ
て
運
営
す
る
公
的
年
金
制
度
で

す
。
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
が
加
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自

営
業
者
、
学
生
な
ど
は
「
第
一
号

被
保
険
者
」
に
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、

公
務
員
は
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

に
加
入
す
る
と
同
時
に
「
第
二
号

被
保
険
者
」
に
、
第
二
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
は

「
第
三
号
被
保
険
者
」
に
な
り
ま

す
。
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金

は
、
や
が
て
必
ず
訪
れ
る
長
い
老

後
の
収
入
を
国
が
約
束
し
て
く
れ

る
年
金
制
度
で
す
。
ま
た
、
国
民

年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け

で
は
な
く
病
気
や
け
が
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
や
、
18
歳
未
満
の
子

ど
も
を
残
し
て
父
親
が
亡
く
な
っ

た
時
な
ど
に
も
年
金
を
支
給
し

て
、
思
い
が
け
な
い
人
生
の
「
万

一
」
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
は
、
第
一
号
被
保

険
者
は
役
場
で
、
第
三
号
被
保
険

者
は
配
偶
者
の
勤
務
先
な
ど
を
経

由
し
て
行
い
ま
す
。
第
二
号
被
保

険
者
は
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
加

入
手
続
き
に
合
わ
せ
て
行
う
の

で
、
個
別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　

第
一
号
被
保
険
者
と
な
る
方

は
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
学
生
で
あ
る
場
合
な
ど
、

収
入
が
少
な
い
た
め
に
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
で
き
な
い
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
・
免
除
と
な
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。　
　

　

学
生
納
付
特
例
制
度
・
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
・
保
険
料
免
除（
全

額
・
半
額
）
等
の
申
請
を
行
わ
な

い
ま
ま
、
国
民
年
金
保
険
料
が
未

納
と
な
っ
て
い
る
と
、
万
一
の
と

き
に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い

な
ど
、
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
く
ら
し
と
相
談
係

☎
３
︱
０
５
１
２
（
担
当　

南み
な
み）

　

振
り
込
め
詐
欺
と
は
、「
オ
レ

オ
レ
詐
欺
」「
架
空
請
求
詐
欺
」

「
融
資
保
証
金
詐
欺
」
の
総
称
で

す
。

●
オ
レ
オ
レ
詐
欺
と
は

　

電
話
を
利
用
し
、
親
族
、
警

察
官
、
弁
護
士
等
を
装
い
、

・
交
通
事
故
を
起
こ
し
た

・
借
金
を
し
て
暴
力
団
に
捕
ま
っ

た メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

紀宝署紀宝署

†
問
い
合
わ
せ
先
†

紀
宝
警
察
署

☎
０
７
３
５
︱
３
３
︱
０
１
１
０

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
用
心

・
妊
娠
さ
せ
て
し
ま
っ
た

等
と
嘘
を
つ
い
て
、
示
談
金
名

目
で
現
金
を
預
金
口
座
等
に
振

り
込
ま
せ
る
詐
欺
を
い
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

・
電
話
の
相
手
に
家
族
の
住
所
・

名
前
な
ど
を
聞
き
、
本
人
か
ど

う
か
確
か
め
る

・
電
話
を
切
っ
た
後
、
本
人
等
に

連
絡
を
し
て
事
実
が
ど
う
か
確

認
す
る

・
事
実
が
確
認
で
き
な
い
と
き
は
、

振
り
込
ま
な
い

●
架
空
請
求
詐
欺
と
は

　

郵
便
等
を
利
用
し
、
不
特
定

多
数
の
人
に
債
権
を
取
り
立
て

る
ハ
ガ
キ
等
を
送
り
、
現
金
を

預
金
口
座
等
に
振
り
込
ま
せ
る

詐
欺
を
い
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

・
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
、

無
視
す
る

・
相
手
に
は
、
電
話
を
し
な
い
、

自
分
の
住
所
、
名
前
を
教
え

な
い

●
融
資
保
証
金
詐
欺
と
は

　

実
際
に
は
融
資
を
行
わ
な
い

が
、
融
資
す
る
こ
と
を
口
実
に

融
資
を
申
し
込
ん
で
き
た
人
に

対
し
、
保
証
金
等
を
名
目
に
現

金
を
口
座
等
に
振
り
込
ま
せ
る

詐
欺
を
い
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

・
融
資
の
前
提
と
し
て
、
現
金

を
振
り
込
ま
せ
る
こ
と
な
ど
、

正
規
の
貸
金
業
者
で
は
あ
り

得
な
い
こ
と
で
す
。
信
用
し

て
振
り
込
ま
な
い

　紀南地域の企業合同による就
職相談会が開催されます。今春、
大学、高校等を卒業予定の方も
含め、地元で就職をお考えの方
はどなたでもお気軽にご参加く
ださい。

【日　　時】
　２月１７日（金）
　午後１時～３時
　（受付１２時３０分～）

【場　　所】
　御浜町役場３階　くろしおホール

【参加企業】
　紀南地域の企業　約２５社

【主　　催】
　ハローワーク熊野
　紀南雇用対策推進協議会

†問い合わせ先†
　ハローワーク熊野
　（熊野公共職業安定所）
　TEL０５９７―８９―５３５１
　FAX０５９７―８９―５３６９

ふるさと
就職相談会
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No.302

入浴法

　

入
浴
は
、
体
を
清
潔
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

心
や
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
体

の
悩
み
を
解
消
す
る
の
に
も
役
立
ち
ま
す
。
バ

ス
タ
イ
ム
を
上
手
に
活
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

２月
乳がんになるのは

どんな人？
　

乳
が
ん
と
関
係
す
る

と
考
え
ら
れ
る
重
要
な

危
険
因
子
は
左
記
の
８

つ
で
す
。
し
か
し
、
当

て
は
ま
る
項
目
が
多
い

人
が
必
ず
乳
が
ん
に
な

る
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
ゼ
ロ
だ

か
ら
と
い
っ
て
絶
対
大

丈
夫
と
も
い
え
ま
せ
ん
。

①
か
け
湯
を
す
る

　

浴
室
に
入
っ
た
ら
ま
ず
「
か
け
湯
」
を
し
て
、

体
を
お
湯
の
温
度
に
慣
ら
し
、
汚
れ
を
落
と
し

ま
す
。
か
け
湯
は
、
心
臓
に
遠
い
と
こ
ろ
、
足

か
ら
徐
々
に
上
へ
と
全
身
に
し
ま
す
。

②
の
ぼ
せ
対
策
に
か
ぶ
り
湯
を
す
る

　

入
浴
前
に
頭
の
上
か
ら
１
～
２
杯
の
「
か
ぶ

り
湯
」
を
す
る
と
、
入
浴
時
に
起
こ
る
血
圧
の

上
昇
を
弱
め
、
の
ぼ
せ
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る
よ

う
で
す
。
と
く
に
、
熱
め
の
風
呂
が
好
き
な
人

は
、「
か
ぶ
り
湯
」
を
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し

●
不
眠

　

湯
温
は
37
～

39
℃
の
ぬ
る
ま

湯
に
設
定
し
、

20
～
30
分
間
ゆ

っ
く
り
つ
か
り

心
身
と
も
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
ま

し
ょ
う
。
就
寝

ょ
う
。

③
体
の
症
状
に
よ
っ
て
入
浴
法
を
選
ぶ

　

お
湯
の
温
度
、
入
浴
方
法
、
時
間
、
姿
勢
な

ど
体
調
や
体
の
症
状
に
応
じ
た
入
浴
法
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

●
冷
え
性

　

基
本
は
半
身
浴
で
す
。
就
寝
前
に
39
℃
く
ら

い
（
夏
38
℃
、
冬
40
℃
）
の
ぬ
る
め
の
お
湯
に

ゆ
っ
く
り
つ
か
り
ま
し
ょ
う
。
30
分
ほ
ど
で
体

の
芯
か
ら
温
ま
り
ま
す
。
温
冷
交
代
浴
も
血
液

循
環
の
促
進
効
果
が
あ
り
ま
す
。
熱
い
浴
槽
３

分
間
、
冷
た
い
シ
ャ
ワ
ー
を
冷
え
る
部
位
に
10

秒
間
、
こ
れ
を
１
セ
ッ
ト
と
し
５
セ
ッ
ト
繰
り

返
し
ま
す
。

●
肩
こ
り

　

や
や
ぬ
る
め
の
湯
に
ゆ
っ
く
り
と
。
マ
ッ
サ

ー
ジ
や
温
水
シ
ャ
ワ
ー
も
血
行
が
よ
く
な
り
症

状
を
緩
和
し
て
く
れ
ま
す
。
シ
ャ
ワ
ー
は
、
後

頭
部
か
ら
肩
に
か
け
て
２
～
３
分
あ
て
ま
す
。

が
ん
こ
な
肩
こ
り
に
は
温
水
と
冷
水
を
交
互
に

当
て
る
と
効
果
的
で
す
。

　

首
筋
か
ら
肩
の
上
部
、
鎖
骨
あ
た
り
が
こ
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
肘ひ

じ

を
曲
げ
た
と
き
に
で
き

る
肘ひ

じ

の
横
じ
わ
か
ら
指
幅
２
本
分
の
位
置
に
あ

る
ツ
ボ
に
温
水
シ
ャ
ワ
ー
を
２
～
３
分
あ
て
ま

す
。

１
時
間
前
く
ら
い
に
入
浴
す
る
の
が
ベ
ス
ト
で

す
。

　
「
交
代
足
浴
」
も
自
律
神
経
系
の
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
る
の
で
効
果
的
で
す
。
通
常
の
入
浴

後
、
浴
槽
の
お
湯
を
42
℃
く
ら
い
の
湯
温
に
し

ま
す
。
浴
槽
で
５
分
間
ゆ
っ
く
り
足
踏
み
を

し
、
そ
の
後
足
首
ま
で
を
水
に
つ
け
て
10
秒
間

素
早
く
足
踏
み
を
し
ま
す
。
こ
れ
を
１
セ
ッ
ト

と
し
て
、
５
回
繰
り
返
し
ま
し
ょ
う
。

●
腰
痛

　

38
～
40
℃
の
お
湯
に
20
～
30
分
、
ゆ
っ
く
り

つ
か
り
ま
す
。
浴
槽
の
縁
に
手
を
か
け
て
、
腰

や
背
中
を
ゆ
っ
く
り
反
ら
し
ま
す
。
お
腹
を
膨

ら
ま
せ
た
り
、
へ
こ
ま
せ
た
り
を
繰
り
返
す
だ

け
で
も
よ
い
で
す
。
体
を
伸
ば
し
て
腰
を
ス
ト

レ
ッ
チ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

④
水
分
補
給
を
忘
れ
な
い

　

長
い
時
間
入
浴
す
る
と
、
ど
ん
ど
ん
汗
を
か

き
ま
す
。
そ
の
ま
ま
水
分
を
と
ら
ず
に
い
る

と
、
水
分
が
足
り
な
く
な
っ
て
汗
が
出
に
く
く

な
り
体
温
調
節
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
血
小

板
が
凝
固
し
て
血
液
濃
度
が
上
が
っ
た
り
し
ま

す
。
入
浴
前
と
入
浴
後
、
の
ど
が
渇
い
た
ら
入

浴
中
に
も
十
分
な
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
残
念
な
が
ら
乳
が
ん
の

予
防
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期

発
見
・
治
療
が
最
善
の
対
策
法
で

す
。
早
期
発
見
の
た
め
に
、
自
己

検
診
や
町
で
実
施
し
て
い
る
が
ん

検
診
を
定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

＊
乳
が
ん
と
関
係
す
る
危
険
因
子

①
年
齢
40
歳
以
上　

②
30
歳
以
上

で
未
婚　

③
初
産
が
30
歳
以
上

（
出
産
経
験
が
な
い
人
を
含
む
）

④
閉
経
年
齢
が
55
歳
以
降　

⑤
肥

満
（
特
に
50
歳
以
上
）　

⑥
良
性

の
乳
腺
疾
患
（
特
に
増
殖
性
、
異

型
を
伴
う
も
の
）
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
る　

⑦
家
族
（
特
に
母
、
姉

妹
）
に
乳
が
ん
に
な
っ
た
人
が
い

る　

⑧
乳
が
ん
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
る

バスタイムの有効活用で
心も体もリラックス
バスタイムの有効活用で
心も体もリラックス

効
果
的
な
入
浴
手
順
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木
本
高
校
定
時
制

入
学
案
内

このコーナーは、
　　身近な情報を
　　　　皆さんにお伝えする

コーナーです

役場本庁での窓口証明業務（戸籍・住民票・印鑑証明のみ）は

  午後６時15分まで受付しています。（月〜金）

〈
合
格
発
表
〉
３
月
31
日
（
金
）

【
定
員
】
40
人

【
受
検
料
】
９
５
０
円

【
出
願
手
続
き
】

入
学
願
書
及
び
調
査
書
（
満
20
歳

以
上
の
方
は
卒
業
証
明
書
）

※
体
験
入
学
、
学
校
見
学
を
希
望

す
る
方
は
、
学
校
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

木
本
高
等
学
校

☎
０
５
９
７
︱
８
５
︱
３
８
１
１

　
　
　
　
　
　

８
９
︱
６
２
４
４

診療
時間 午前8時30分〜午後5時15分

●●●    ２月の担当医  ●●●

 ５日 紀南病院

12 日 紀南病院

19 日 平谷　一人　医師
（荒坂診療所）

26 日 紀南病院

●●●   ３月の担当医  ●●●

 ５日 紀南病院

12 日 谷口　智行　医師
（谷口クリニック）

19 日 尾辻　啓　医師
（尾辻内科クリニック）

26 日 平谷　一人　医師
（荒坂診療所）

紀南病院内科系
日 曜 外 来 診 療

【
試
験
科
目
】

国
語
・
数
学
・
英
語
・
面
接
・
作

文
（
満
20
歳
以
上
の
方
は
、
面
接

と
作
文
）

【
出
願
・
学
力
検
査
等
の
日
程
】

●
第
一
次
募
集

〈
出
願
期
間
〉
２
月
22
日
（
水
）

～
２
月
24
日
（
金
）

〈
学
力
検
査
〉
３
月
10
日
（
金
）

〈
合
格
発
表
〉
３
月
17
日
（
金
）

●
第
二
次
募
集

〈
出
願
期
間
〉
３
月
20
日
（
月
）

～
３
月
22
日
（
水
）

〈
学
力
検
査
〉
３
月
24
日
（
金
）

〈
合
格
発
表
〉
３
月
28
日
（
火
）

●
第
三
次
募
集

〈
出
願
期
間
〉
３
月
28
日
（
火
）

～
３
月
29
日
（
水
）

〈
学
力
検
査
〉
３
月
30
日
（
木
）

放
送
大
学
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
自
宅
で
学
べ
る

正
規
の
大
学
で
す
。

　

平
成
18
年
度
第
１
学
期
（
４
月

入
学
）
の
教
養
学
部
学
生
及
び
大

学
院
修
士
選
科
生
・
修
士
科
目
生

を
募
集
し
ま
す
。

【
学
生
の
種
類
】

●
全
科
履
修
生････

大
学
卒
業

を
目
的
に
学
ぶ
。

●
選
科
履
修
生････

１
年
間
在

学
し
、興
味
の
あ
る
科
目
を
学
ぶ
。

●
科
目
履
修
生････

半
年
間
在

学
し
、興
味
の
あ
る
科
目
を
学
ぶ
。

【
入
学
試
験
・
入
学
資
格
】

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
科

履
修
生
は
18
歳
以
上
で
、
高
等
学

校
卒
業
、又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
。

他
は
、
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
可
。

※
大
学
院
修
士
選
科
生
・
修
士
科

目
生
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
学
習
方
法
】

自
宅
の
テ
レ
ビ
（
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル

放
送
又
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放

送
）
で
放
送
授
業
を
視
聴
す
る

か
、
放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ

ー
（
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
）
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等
を
利
用

し
て
学
習
し
ま
す
。

【
応
募
期
限
】

２
月
28
日
（
火
）
ま
で

†
問
い
合
わ
せ
先
†

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
９
︱
２
３
３
︱
１
１
７
０

納
期
限
２
月
28
日
（
火
）

　

納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

　

納
税
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振

替
を
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

2
月
の
納
税
期
限

●
国
民
健
康
保
険
税
第
６
期

【日時】２月１３日（月）午後７時～
【場所】役場本庁３階　くろしおホール
【講師】帝塚山大学法政策学部教授　中川　幾郎　先生
【演題】住民自治とまちづくり

†問い合わせ先†　総務課　調整室　☎３―０５０５（担当　中
なかむら

村）

住民自治講演会◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆
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裁
判
員
制
度
の
出
張
講
義

　

平
成
21
年
５
月
ま
で
に
裁
判
員

制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

裁
判
員
制
度
は
、
殺
人
や
傷
害

致
死
事
件
な
ど
の
刑
事
裁
判
に
国

民
が
参
加
し
、
裁
判
官
と
協
力
し

て
裁
判
を
行
う
制
度
で
す
。
20
歳

以
上
の
国
民
が
候
補
者
と
し
て
選

ば
れ
、
こ
の
候
補
者
の
中
か
ら
事

件
ご
と
に
裁
判
員
が
選
ば
れ
ま

す
。

　

津
地
方
裁
判
所
で
は
、
裁
判
員

制
度
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
目
的
で
、
自
治
会
、
企
業
、

学
校
等
に
裁
判
官
が
出
向
い
て
実

施
す
る
出
張
講
義
を
行
っ
て
い
ま

す
。
講
義
の
時
間
は
１
時
間
30
分

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

仕
事
探
し

　

仕
事
探
し
の
方
法
が
、
フ
ァ
イ

ル
か
ら
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
変
わ
り
ま
す
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
熊
野
で
は
２
月
27
日
か
ら

「
求
人
自
己
検
索
シ
ス
テ
ム
」
と

い
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
操
作
に
よ

り
、
簡
単
に
求
人
の
検
索
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

熊
野
地
域
の
求
人
を
は
じ
め
、

三
重
県
内
の
全
て
の
求
人
を
そ
の

場
で
見
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
お

気
軽
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

inform
ation
corner

町図書館だより 新書のお知らせ

わくらば日記
朱川　湊人　著

新 刊 案 内 （ 中 央 公 民 館 ）

し
て
行
水
す
る
姉
さ
ま
の
裸
を
見

た
り
す
る
と
、
無
責
任
な
噂
が
出

る
理
由
も
わ
か
る
気
が
し
た
の
で

す
。（中

略
）

け
れ
ど
天
は
、
や
は
り
姉
さ
ま

に
二
物
を
与
え
て
い
た
の
で
す―

類
ま
れ
な
美
貌
と
、
あ
る
特
別
な

才
能
を
。

実
は
、
姉
さ
ま
は―

そ
の
鳶
色

の
瞳
で
、
過
ぎ
た
出
来
事
を
は
っ

き
り
と
〝
見
る
〟
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。（
本
文
よ
り
）

今
は
追
憶
の
世
界
に
住
む
人
だ

と
い
う
の
を
抜
き
に
し
て
も
、
姉

さ
ま
は
本
当
に
美
し
い
人
で
し

た
。く

っ
き
り
と
し
た
二
重(

ふ
た

え)

瞼(

ま
ぶ
た)

に
筋
の
通
っ
た

お
鼻
、
目
の
色
は
黒
と
い
う
よ
り

鳶(

と
び)

色
で
す
。
肌
は
ま
る

で
牛
乳
の
よ
う
に
白
く
、
髪
も
ほ

ん
の
り
栗
色
で
、
ま
る
で
ロ
シ
ア

の
美
し
い
少
女
の
よ
う
で
し
た
。

実
際
、
近
所
の
口
の
悪
い
人
た

ち
は
、
ど
こ
か
の
外
国
人
と
母
さ

ま
の
間
に
生
ま
れ
た
子
で
は
な
い

か････

と
無
礼
な
噂
を
し
て
い
た

く
ら
い
で
す
。
今
か
ら
思
え
ば
、

父
さ
ま
が
家
を
空
け
て
お
ら
れ
て

い
た
こ
と
と
、
鈴
音(

り
ん
ね)

と
い
う
珍
し
い
名
前
が
、
そ
の
風

説
を
一
層
も
っ
と
も
ら
し
く
感
じ

さ
せ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
私
は
そ
ん
な
噂
を

真
に
受
け
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り

ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
た
と
え
ば
一

緒
に
お
風
呂
屋
さ
ん
に
行
っ
た
時

や
、
土
間
に
盥(

た
ら
い)

を
出

†
問
い
合
わ
せ
先
†

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
野

☎
０
５
９
７
︱
８
９
︱
５
３
５
１

お神酒徳利　　　　山本　一力　著

禁煙セラピー　　アレン・カー　著

ギネス世界記録２００６
クレイグ・グレンディ　著

中
退
共
で
退
職
金
を

　

退
職
金
の
準
備
は
万
全
で
す

か
？
中
退
共
は
中
小
企
業
で
働
く

従
業
員
の
た
め
の
退
職
金
制
度
を

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

中
退
共
は
国
の
制
度
な
の
で
掛

金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
な
ど
、

有
利
な
特
色
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

安
全
・
確
実
な
中
退
共
制
度
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
︱
３
４
３
６
︱
０
１
５
１

程
度
で
、
日
時
は
応
相
談
と
な
り

ま
す
。

†
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
†

津
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

☎
０
５
９
︱
２
２
６
︱
４
１
７
１

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
教

育
に
係
る
ご
家
庭
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
目
的
と
し
た
「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」
を
取
り
扱
っ
て
お
り

ま
す
。
高
校
、
大
学
、
短
大
、
専

修
学
校
等
へ
の
入
学
時
や
在
学
費

用
の
ほ
か
、
海
外
留
学
な
ど
の
場

合
に
つ
い
て
も
お
使
い
い
た
だ
け

ま
す
。

【
利
用
で
き
る
方
】

高
等
学
校
・
大
学
な
ど
融
資
対
象

と
な
る
学
校
に
入
学
・
在
学
さ
れ

る
方
の
保
護
者
で
、
年
収
９
９
０

万
円
（
事
業
所
得
者
は
７
７
０
万

円
）
以
内
の
方

【
融
資
額
】
学
生
・
生
徒
お
一
人

に
つ
き
２
０
０
万
円
以
内

【
使
い
み
ち
】
入
学
費
用
、
在
学

費
用
（
入
学
金
、
授
業
料
、
ア
パ

ー
ト
敷
金
及
び
家
賃
な
ど
）

【
利
率
】
１
・
６
５
％
（
平
成
17

年
９
月
10
日
現
在
）

【
融
資
期
間
】
10
年
以
内
（
在
学

期
間
内
で
元
金
据
置
が
可
能
）

【
返
済
方
法
】
毎
月
元
利
均
等
返

済
（
ボ
ー
ナ
ス
払
い
の
併
用
も
可

能
）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
︱
０
０
８
６
５
６

国
民
生
活
金
融
公
庫
津
支
店　

融

資
相
談
係

☎
０
５
９
︱
２
２
７
︱
５
２
１
１
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向こう側向こう側

毎年恒例の御浜町ジュニアバンド「クリスマスコン
サート」が開催されました。メンバーたちは、「人生
のメリーゴーランド」や「ディズニーメドレー」など、
日頃練習を重ねてきた曲を披露。会場には、家族や友
人らが大勢つめかけ、少し早めのクリスマスの音色を
楽しみました。

また、ゲスト出演の紀南高校吹奏楽部との合同合奏
もあり、迫力ある演奏を響かせました。

御浜町ジュニアバンド
クリスマスコンサート

消防出初式1/5

ビシッと整列する消防団員
尾呂志川での一斉放水

市
木
分
団
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法

演奏を披露するジュニアバンド

平成１８年消防出初式が阿田和小学校グラウンドで開
催されました。町内４つの分団から、計１０１人の消防
団員が参加。消防団員表彰、点検、小型ポンプ操法、一
斉放水等が行われました。みぞれが降る寒さの中、消防
団員たちは、改めて住民の生命や財産を守る使命感と消
防組織の士気を高めました。

12/17

　このほど、熊野市消防署御浜分署の消防自動車が新型車両に更新
されました。新しく導入された車両は、初期消火に威力を発揮する
高圧噴霧装置等が装備されており、ポンプ性能も毎分２０００ℓ以
上の放水量と連続８時間以上の放水が可能となるなど、パワーアッ
プしています。今後の火災現場での活躍が期待されます。

御浜分署に新型消防ポンプ車導入
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阿田和中学校関係

御浜中学校関係

尾呂志中学校関係

成人式1/2
平成１８年御浜町成人式が、中央公民館で開催

されました。町内出身の新成人１３０人のうち、
１０４人が出席し、２０歳の門出を祝いました。来
賓祝辞や記念品贈呈、新成人代表の誓いのことばと
式は進み、式典終了後には、久しぶりに会う友人や
恩師と談笑しあう新成人の姿が見られました。

誓
い
の
こ
と
ば
（
一
部
省
略
）

　
　
　
　
　
　

新
成
人
代
表　

大
家 

摩
起

私
た
ち
は
、
本
日
こ
こ
に
人
生

の
大
き
な
節
目
で
あ
る
成
人
の
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
日
ま
で
私
た
ち
を
温
か
く
、
時

に
厳
し
く
育
て
、
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
両
親
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
々
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
同
時
に
、

今
日
と
い
う
日
は
、
皆
様
か
ら
守

ら
れ
て
い
た
側
か
ら
、
守
る
側
へ

と
な
る
べ
き
時
が
来
た
と
い
う
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。

相
次
ぐ
テ
ロ
や
暴
動
、
自
然
災

害
と
い
っ
た
暗
い
話
題
の
多
い
昨

今
、
未
来
に
不
安
が
な
い
と
言
え

ば
嘘
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
時
代
の
中
で
も
、
私
た

ち
は
皆
様
か
ら
頂
い
た
多
く
の
も

の
を
胸
に
、
社
会
の
一
員
と
し

て
、
様
々
な
こ
と
を
自
分
自
身
の

目
で
確
か
め
、
様
々
な
人
と
出
会

い
、
時
に
笑
い
、
時
に
泣
き
、
時

に
感
動
し
、
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら

学
び
と
る
こ
と
の
で
き
る
良
識
あ

る
社
会
人
と
な
れ
る
よ
う
精
進
し

て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い

ま
す
。

ま
だ
ま
だ
知
識
も
経
験
も

浅
く
、
未
熟
な
私
た
ち
で
あ

り
ま
す
。
ど
う
か
今
後
と
も

宜
し
く
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。私

た
ち
は
、
御
浜
町
民
で

あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
こ
の

変
わ
ら
ず
美
し
い
町
を
、
こ
れ
か

ら
も
皆
様
と
共
に
慈
し
み
、
力
の

限
り
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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クローズ
-  UP・みは

まち
ょう
の

あなたのページ

　総務課
身近な話題を
　お寄せください
　　　　行政係

米
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
活
躍
す

る
御
浜
町
出
身
の
藪
恵
壹
投
手

が
、12
月
末
に
帰
郷
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、阿
田
和
小
学
校
を
訪
れ
、

自
身
の
出
身
チ
ー
ム
で
あ
る
阿
田

和
養
真
野
球
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た

ち
24
人
に
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
贈

阿田和養真野球クラブへ
ユニフォームを寄贈

寄贈されたユニフォームを着て藪投手と記念撮影

み
は
ま
広
報
俳
句
十
二
月
抄

刻と
き

告
げ
る　

チ
ャ
イ
ム
は
遠
く　

枯か

れ

の野
か
な　

川
本　

素
秋

石つ

わ蕗
は
貴き

に　

潮し
お
さ
い騒

近
き　

浜
街
道 

　
　

和
田
真
沙
恵

子
の
代
に　

息
吹
き
か
え
す　

蜜み

か

ん

や

ま

柑
山 

　
　

長
尾　

あ
や

京
は
い
ま　

光
の
坩る

つ

ぼ堝　

冬
紅
葉 

　
　

下
川　

幸
子

両り
ょ
う
あ
う
ら

足
裏　

小こ

は

る春
の
縁え

ん

に　

晒さ
ら

し
け
り 

　
　

梛
山　

て
い

鼻
の
な
き　

一い
ち
ぶ
つ仏

に
添
う　

石つ

わ蕗
の
花 

　
　

久
保　

ひ
ま

い
ら
だ
た
し　

物
売
る
電
話　

十
二
月 

　
　

榎
本　

楢
代

少
年
の　

背
丈
の
如
し　

年
暮
る
る 

　
　

西　
　

敦
子

行
く
雲
に　

心
を
ゆ
だ
ね　

日ひ

な

た向
ぼ
こ 

　
　

浦　
　

正
枝

一い
っ
て
つ徹

に　

自
説
を
曲
げ
ず　

く
る
み
割
る 　
　

須
崎
久
美
子

人
生
は　

点
で
あ
り
た
し　

年
の
暮 

　

仁
井
田
御
浜
児

戌
年
の　

彷さ

ま

よ徨
う
犬
を　

た
だ
案
ず 

　
　

屋
敷　

淳
子

川
の
面も

に　

垂
れ
し
一い

っ

し枝
の　

狂
い
花 

　
　

田
岡　

徳
生

そ
こ
そ
こ
に　

別
れ
を
告
げ
し　

年
の
暮 　
　

岡
田　
　

睦

貸
し
店
舗　

一ひ

と

ひ日
だ
け
借
る　

年
の
暮 

　
　

前　

た
き
子

毛
糸
帽　

脱
ぐ
ひ
ま
惜
し
み　

庭
掃
除 

　
　

小
野
は
る
み

校
庭
で　

お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う　

冬
ふ
ゆ
が
ら
す鴉 　

　

小
野
ま
あ
り

初
雪
や　

日
の
出
前
か
ら　

子こ

ら等
の
声 

　
　

向
井
幸
太
郎

繰く

り
言
や　

自
慢
話
の　

日ひ

な

た向
ぼ
こ 

　
　

石
橋　

寛
朝

鴛お
し
ど
り鴦

の　

は
な
れ
て
ゐ
て
も　

相あ
い

寄よ

れ
る 　
　

榎
本　

弧
星

忙ぼ
う
ち
ゅ
う

中
に　

ひ
と
息
も
あ
り　

日ひ

あ

し脚
伸
ぶ 

　
　

大
平　
　

昭

※
１
月
号
で
、
名
前
の
脱
字
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

　

再
掲
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

花は
な
す
す
き

芒　

ゆ
れ
る
向む

か

う
に　

育
て
ら
れ 

　
　

田
岡　

徳
生

藪恵壹投手

子どもに投球指導をする藪投手

り
ま
し
た
。

こ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
、
藪
投
手
が

今
季
所
属
し
て
い
た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
ス
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
似

せ
た
も
の
で
、
緑
色
の
生
地
の
胸
元
に

は
黄
色
の
文
字
で
「
Ａ
ｔ
ａ
ｗ
ａ
」
と

入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
背
中
に
は
子

ど
も
た
ち
各
々
の
名
前
が
入
っ
て
お

り
、
揃
い
の
帽
子
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ー

ト
も
一
緒
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

早
速
、
新
し
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
袖

を
通
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
未
来
の
メ
ジ
ャ
ー
リ

ー
ガ
ー
を
目
指
し
、
藪
投

手
の
指
導
の
も
と
で
一
生

懸
命
練
習
に
励
ん
で
い
ま

し
た
。

１
月
号
で
文
字
の
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
14
ペ

ー
ジ
「
ふ
れ
あ
い
交
差

点
」
記
事
中
の
「
◆
議

会
運
営
委
員
会
」
の
中

で
、
端
地
常
浩
議
員
の

名
前
が
間
違
っ
て
い
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

※
お
詫
び



17

人  口 10,187 人 （－10人）
　  男 04,752 人 （－  8人）
　  女 05,435 人 （－   2人）

世帯数 4,336 戸 （＋  4 戸）

1月１日現在の人の動き 年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、
風
邪

を
ひ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
正

真
正
銘
の
寝
正
月
で
す
▼
２
日
に
開
催

さ
れ
た
成
人
式
に
は
、
熱
を
お
し
て
取

材
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
長
く
そ
こ
に

居
る
こ
と
も
で
き
ず
、
式
典
後
の
新
成

人
た
ち
を
写
真
に
お
さ
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
日
「
広
報
の
人

に
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
か

ら
探
し
て
た
の
に
」
と
い
う
新
成
人
の

声
を
聞
き
、
申
し
訳
な
い
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
▼
正
月
に
帰
省
し
て
い
た
友

人
に
も
会
え
ず
、
同
窓
会
に
も
出
席
で

き
ず
、
本
当
に
散
々
な
年
明
け
で
し
た

▼
ち
な
み
に
現
在
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

皆
さ
ん
、
健
康
管
理
に
は
く
れ
ぐ
れ
も

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

小倉　空
く う と

翔く
ん

宏紀さ
ん・あきなさ

ん

生駒　諒
りょうた

太く
ん

勤さ
ん・加奈代さ

ん

（平成17年11月１日〜
　　　　　30日届出分）

♥  神志山 

♥

鯵のかばやき風

材　料（１人分）

健康逸品 この一品

鯵････････････････ 1 匹　　大根おろし････５０ｇ

（生しょうが、酒　少々）　　 サラダ菜････････２枚

片栗粉････････････適宜　　レモン･･･････１/ ６個

揚げ油　　　　　　　　　　トマト････････４０ｇ

　だし汁･･･････２５cc　 　　　　

　さとう･･････小さじ１

　しょうゆ････小さじ１

　酒･･････････小さじ１

作 り 方

メ ニ ュ ー 提 供： 御 浜 町 食 生 活 改 善 推 進 協 議 会

～シリーズ～

人を大切にする
まちづくり

教育委員会

①鯵は生しょうが、酒の中につけておく。

②鯵に片栗粉をつけて油で揚げておく。

③だし汁、さとう、しょうゆ、酒を沸かし、鯵

を入れてからませる。

④器に盛り、大根おろし、サラダ菜、レモン、

トマトを添える。

♥  阿田和 

♥

久堀　遙
はるか

く
ん

亮さ
ん・恵さ

ん

吉田　菜
な お

緒ちゃん

健二さ
ん・真紀さ

ん

　

●
主
語
は
﹁
私
﹂
で

た
と
え
ば
、
あ
な
た
は
身
内
の
方
に
お
祝
い
事

が
あ
る
と
、
六
曜
の
大
安
の
日
に
お
祝
い
を
贈
っ
た

り
し
ま
す
ね
。そ
こ
で
、な
ぜ
そ
う
す
る
の
で
す
か
？

と
聞
か
れ
た
ら
あ
な
た
は
ど
う
答
え
ま
す
か
？
「
み

ん
な
が
そ
う
し
て
い
る
か
ら
」
と
か
、「
世
間
で
は

当
た
り
前
だ
か
ら
」
と
答
え
る
の
で
は
な
い
で
す

か
？そ

れ
で
は
、
み
ん
な
が
す
る
な
ら
何
を
し
て
も

い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
誰
か
を
仲
間
は
ず
れ
に
し
た

り
無
視
し
た
り
し
て
も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
・・・
？

と
こ
ろ
で
、「
世
間
」
や
「
み
ん
な
」
っ
て
い
っ

た
い
誰
な
の
で
し
ょ
う
？

つ
き
つ
め
て
考
え
て
い
っ
た
と
き
、
最
後
に
は

結
局
「
自
分
」
に
た
ど
り
つ
き
ま
す
。「
み
ん
な
が
」

思
っ
て
い
る
こ
と
と
い
い
な
が
ら
、実
は
「
自
分
が
」

思
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
物
事
は

す
べ
て
「
私
が
そ
う
し
た
い
か
ら
」、「
私
が
そ
う
考

え
る
か
ら
」
と
一
人
称
で
考
え
、
行
動
し
て
い
く
べ

き
で
す
。

「
世
間
」
に
と
ら
わ
れ
ず
、
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

ま
た
責
任
転
嫁
し
な
い
よ
う
、
根
拠
の
な
い
う
わ
さ

や
慣
習
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
自
分
の
意
思
で
行
動
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
で
す
ね
。

何
事
も
ま
ず
「
私
」
か
ら
考
え
ま
し
ょ
う
。

久保　陸
む つ き

妃ちゃん

忍さ
ん・いづみさ

ん

（10月届出分）


